










要約:小児の肥満の予防に際しては,幼児期に肥満の可能性を有する小児をみつけ,食事・

運動等生活一般の指導を行うことが有効と考えられる.保健所の 3 歳児健診および保育所

の身体計測の資料から身長と体重の成長曲線を作成し,体重の成長パターンから幼児期の

肥満児・および肥満する可能性の高い児の検出を試みた.


